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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校管理費

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 補助

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 74,965 80,111   5,146

財
源
内
訳

国 4,046 3,952  ▲ 94

県   

 

0

市債   0

その他 5,260 5,488   228

一般財源 65,659 70,671   5,012

事業
概要

電気・空調設備保安業務、浄化槽維持管理、消防設備保守点検など、小学校施
設の維持管理を行うための経費や、各校に１名配置している学校主事の人件費な
どを予算化している。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

施設の適切な維持管理を行うことで、児童に安全で快適な教育環境を提供する。

その他

現状と
背景

市内全７小学校に冷暖房設備及び太陽光発電設備を設置している。
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会計 一　般　会　計 所管課 学校教育課

款 教　育　費
事業名 小学校備品整備事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 1,631 1,832   201

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他 1,631   ▲ 1,631

一般財源 0 1,832   1,832

事業
概要

児童への適切な学習指導を行うため、教育活動に必要な備品購入費を予算化し
ている。

今年度
見直し
事 項

事業
目的

老朽化した備品の取替えや新たに必要となった教育備品を購入することで、児童
により良い学習環境の場を提供する。

その他

現状と
背景

既存教育備品の老朽化が著しいため、学校現場からは買い換えをなどを要望す
る声が大きい。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校施設整備事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 12,941 20,995   8,054

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他 12,941   ▲ 12,941

一般財源 0 20,995   20,995

事業
概要

小学校施設の整備のための費用を予算化している。
今年度
見直し
事 項

事業
目的

小学校施設は、児童が一日の大半を過ごす学習・生活の場であることから、危険
箇所等の修繕を早急に行い、快適で十分な安全性、衛生的な環境を確保する。

その他

現状と
背景

市内小学校の校舎は昭和40～50年代の建設であり、平成22年度に誠道小を除い
た全ての小学校の耐震補強及び大規模改修を実施し、本体部分については不
安が減少しているが、各施設の老朽化が顕著であり、施設の維持のための修繕や
工事が必要となっている。



10

10

2

1

会計 一　般　会　計 所管課 学校教育課

款 教　育　費
事業名 小学校少人数学級実施事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 12,000 10,000   ▲ 2,000

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 12,000 10,000   ▲ 2,000

事業
概要

鳥取県では、小学校１、２年生の３０人学級、３～６年生の３５人学級を国に先駆け
て実施しており、３～６年生における加配教員の人件費相当の１／２を協力金とし
て鳥取県に支払っている。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

少人数学級を実施することにより、児童１人１人に教員の目が行き届き、きめ細か
な対応が可能となり、学力の向上につなげる。

その他

現状と
背景

児童１人１人に教員の目が行き届き、きめ細かな対応ができるため、児童が落ち
着いて勉強できる。また、教室もゆったりと使えるので、学校公開の際の保護者の
意見も好評である。



10

10

2

1

会計 一　般　会　計 所管課 学校教育課

款 教　育　費
事業名 小学校指導補助員配置事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 16,841 17,546   705

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他 16,841   ▲ 16,841

一般財源 0 17,546   17,546

事業
概要

学力問題や心の問題をはじめ、ＬＤ（学習障がい）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性
障がい）児童等、特別な支援が必要な児童に対して、各学校に指導補助員を配
置する。指導補助員の人件費を予算化している 今年度

見直し
事 項

事業
目的

指導補助員を配置することで、特別な支援が必要な児童への個別的な学習支援
や補助を行う。

その他

現状と
背景

平成20年度から各小学校に指導補助員を配置し、現在はすべての小学校を2名
体制としている。特別な支援を必要とする児童の数は年々増加しており、学校現
場からのニーズは高い。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校グラウンド芝生維持管理事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 1,670 2,745   1,075

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他 1,670   ▲ 1,670

一般財源 0 2,745   2,745

事業
概要

市内全小学校の校庭を芝生化している。平成３０年度からシルバー人材センター
へ維持管理を委託する費用と肥料や芝刈り機の燃料及び修繕費等の経費を予算
化している。 今年度

見直し
事 項

 シルバー人材センターへ芝生の維持管
理を委託する。

事業
目的

市内全小学校の校庭の芝生を維持することにより、児童の健康増進や飛び砂の
防止、温度上昇の抑制を行う。また、維持管理をシルバー人材センターに委託す
ることにより定期的に適切な芝生の管理を行う。

その他

現状と
背景

平成２０年度に誠道小学校の校庭を芝生化し、平成２２年度には残りの６校を芝生
化した。なお、維持管理については、保護者・地域と学校、市教委で役割分担し
て行っていたが、平成３０年度から定期的な管理を行うためシルバー人材センター
に委託する。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校体育館床改修事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 8,102   8,102

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 8,102   8,102

事業
概要

市内小学校において老朽化により安全性の低下した体育館床の改修を年次的に
行う。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

市内小学校体育館の床面改修を年次的に実施し、児童が安心して利用できる体
育施設の確保を目的とする。

その他
【改修スケジュール】
平成27年度：渡小学校、中浜小学校改
修済　　平成30年度：余子小学校現状と

背景

体育館の床材は老朽化により破損、滑り、たわみといった問題が発生している。
体育館は授業及び各種行事で使用されるため施設整備による安全性の確保が必
要である。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校体育館改修事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 補助

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 1,315   1,315

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 1,315   1,315

事業
概要

昭和49年から昭和60年に整備され老朽化が懸念される体育館の、屋根防水及び
外壁を年次的に改修する。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

市内小学校体育館の機能維持と利用者の安心・安全を確保するため。

その他

現状と
背景

各小学校体育館について部分的な改修は実施されているが、全面的な改修は実
施されていない。
屋根防水の劣化による雨漏りや外壁の劣化による壁材落下、露筋は施設の耐久
性に悪影響を与えるだけでなく利用者の安全確保の点からも問題となる。
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会計 一　般　会　計 所管課 学校教育課

款 教　育　費
事業名 小学校ICT環境整備事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 1,815 8,188   6,373

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他 1,815   ▲ 1,815

一般財源 0 8,188   8,188

事業
概要

ICTを効果的に活用した分かりやすく深まる授業を実現するために，ICT等の環境
を整備する。 今年度

見直し
事 項

普通教室でタブレット等端末を使用でき
るよう無線ＬＡＮを整備する。

事業
目的

各教科等の指導に当たっては，児童が主体的，積極的に活用できるようにするた
めの学習活動を行わなくてはならない。そこで、学習活動の充実を目指し，視聴
覚教材や教育機器などの教材・教具を有効に活用することができるよう，ICT等の
環境整備を行う。

その他

現状と
背景

確かな学力をより効果的に育成するため、言語活動の充実や、グループ学習、ICT等の
積極的な活用をはじめとする指導方法・指導体制の工夫改善を通じた協働型・双方向型
の授業革新が求められている。また，学力の傾向として，標準学力検査（CRT）の結果を，
平成23年度と24年度の経年で全国の状況と比較すると，ICT等を活用することで，低い評
定の出現率の全国比が減少している傾向が見られる。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 中浜小学校吸収式冷温水機改修事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 5,940   5,940

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 5,940   5,940

事業
概要

空調冷温水機の熱交換器が故障しており、当該機器の交換を実施する。
今年度
見直し
事 項

事業
目的

健全な空調設備の維持のため、熱交換器の交換を実施する。

その他
平成29年度に中浜小学校空調設備の
不良箇所の特定調査を実施した。

現状と
背景

中浜小学校は平成9年度の空調設備の設置以来改修工事を実施しておらず、ま
た飛行機騒音の最も激しい学校であるため、定期的な改修維持が必要。
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会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 小学校樹木伐採事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 596   596

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 596   596

事業
概要

小学校敷地内の、ニセアカシアやプラタナスなど生育の早い樹木伐採のための費
用を予算化している。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

繁茂しすぎた樹木が近隣住民の迷惑になることを予防し、また樹木の伐採を通じ
て児童にとって安全な学校環境を実現する。

その他

現状と
背景

各小学校敷地内にニセアカシアやプラタナスなど、生育が早い樹木が多数生えて
おり、これら樹木の枝木が学校敷地を越えて隣接する民地へ進入する事態が相
次いでいる。



10

10

2

1

会計 一　般　会　計 所管課 教育総務課

款 教　育　費
事業名 上道小学校教室床改修事業

項 小学校費

目 学校管理費 補助単独の別 単独

市長査定・最終調整 予算計上 増減

① 当初要求　② 追加要求等 ③ ④(増減額) ⑤(増減額) ⑥=③+④+⑤

前年度 要求段階 財政課長内示 総務部長

②－①

事業費 0 3,575   3,575

財
源
内
訳

国  0

県   

 

0

市債   0

その他   0

一般財源 0 3,575   3,575

事業
概要

上道小学校ぎんなん教室の床絨毯と物置を撤去し、平成31年度からの普通教室
としての使用準備とする。 今年度

見直し
事 項

事業
目的

上道小学校南校舎3階のぎんなん教室は、平成31年度より普通教室として使用す
るため、平成30年度に準備のための改修を行う必要がある。

その他

現状と
背景

上道小学校南校舎3階のぎんなん教室には、かつて同教室が音楽室だったころの
名残で絨毯が敷かれているが、絨毯が老朽化してきており、また衛生的にも問題
があるため撤去する。北側及び東側の物置・ロッカーも将来の同教室の普通教室
としての使用の邪魔となるため撤去する。


